
 

 

「飛騨御坊真宗教化センター」発足  『ひだご坊真宗教化センターだより』第１号発行 
 

「ひだご坊」あるいは「ご坊さま」の呼

称については、飛騨びとにとって懐かしい

「ひびき」がある。このひびきがもっと身

近になればと願っている。 

この「ひびき」は長い歴史によって培わ

れてきたご坊への参詣と聞法の深い心を

喚起する。少し前まで、「今からご坊さま

へ行ってくる」といえば、「今日はご坊さ

までお座があるのかな」という問い返しが

あった。今では「別院へ行ってくる」と言

えば「車を駐車しとるのかな」という会話

になっている。そればかりか“報恩講”と

いうひびきも、死語になってしまった。 

「ご坊」とは本来「聖人・上人・僧」の

意味です。時代劇などで、旅の僧を呼び止

める時“そこのご坊（ご房）”という具合

です。真宗においては「ご坊」は本願寺の

聖人（宗祖）であり、蓮如上人、又、歴代

の上人の御影を意味する。 

根本道場である本山の宗祖は「御真影」、

各地方の中心道場であるご坊別院の宗祖

は「等身・真向きの御影」で、地方におけ

る宗祖の今現在説法のお姿、各寺院の聞法

道場としてのご坊は「安城（静）型の御影」

で、真宗相伝の寺院を意味し、聞法を勧め

るお姿である。 

ここに聞法道場から中心道場へ、そして

ご本山へと向かい、ご本山からご坊別院へ、

そして各寺院へという「信心回路」が、真

宗文化（宗風・土徳）を創り伝えてきた。

飛騨では「御回壇」という形で、本山の上

人をお連れし、ご坊別院を通して各寺院と

門徒衆に赴き、日頃のおとりもちの御礼言

上と、是非ご坊報恩講への参詣をと伝えて、

御回壇による信心回路を相続して今日に

至っている。 

飛騨御坊真宗教化センターは、「教区・

組」の縦の教化に、ご坊別院が横の教化と

して関わる十文字体制による教化活動体

である。 

結論的に言えば、センター四部会の年間

教化の集大成として「ご坊報恩講」が勤ま

っていくようにするということである。 

今後、センターと別院、各組の情報を

お知らせすべく『センターだより』を毎月

発行いたします。 

 

飛騨御坊真宗教化センター長・高山別院輪番 三島多聞 

※センターの正式名称は「飛騨御坊真宗教化センター」ですが、今後「ひだご坊真宗教化センター」も用います。 

 

【センター委員紹介】 

■センター長  三島多聞（高山別院輪番） 
 
■企画会議   座長 帰雲真智（二組還來寺）  副座長 四衢 亮（一組不遠寺）・旭野康裕（益田組永養寺） 

 
※企画会議は、上記の３名に各部会正副幹事を加え構成。 

 

■育成部会 
幹 事 三木朋哉（益田組浄福寺） 
副幹事 澤邊惠亮（二組誓願寺） 
委 員 畑中道子（二組玄興寺） 
 〃  森  恒河（二組秋声寺） 
 〃  三枝 香（二組隨縁寺）  
〃  白尾公信（二組了心寺） 

 〃  夏野 了（清見組満成寺） 
 

■青少幼年部会 
幹 事 三島大遵（一組真蓮寺） 
副幹事 小原正寛（一組専念寺） 
委 員 上清水信男（二組西蓮寺） 
 〃  窪田美幸（二組圓徳寺） 
 〃  渡邊侑希（清見組了因寺） 
 〃  日野光洋（益田組桂林教会） 
 〃  白尾 匡（朝高組長圓寺） 

 

■伝道部会 
幹 事 北條秀樹（一組了泉寺） 
副幹事 細川宗徳（一組蓮乗寺） 
委 員 池田英作（一組了泉寺） 
 〃  白川明子（二組願生寺） 
 〃  森 香里（二組秋声寺） 
〃  江馬 雅臣（益田組賢誓寺） 
〃  宮本美和子（朝高組長圓寺） 

  

■広報部会 
幹 事 窪田 純（二組圓徳寺） 
副幹事 小原宗成（一組圓龍寺） 
委 員 伊達晴香（一組称讃寺） 
 〃  内記 洸（二組徃還寺） 
 〃  澤邊 都（二組誓願寺） 
 〃  三島見らん（吉城組西念寺） 
  

【センター事務局員紹介・担当部会】

高山教務支所 書  記 達 顕信  青少幼年部会・広報部会 
 駐在教導 橘  出  企画会議・育成部会・伝道部会 
 教区雇員 宮川摩耶  広報部会 

教化主事（非常勤）三枝正尚  事務統括処理・企画会議 

高山別院 会  計 石井 宗   センター会計・企画会議 
 書  記 杉野明真   企画会議（別院） 
 嘱  託 倉田真奈美  企画会議（別院） 

 

 

                ★センターからのお知らせ★                  
 

テレホン法話から「ひだご坊一口法話」へ 

◆テレフォン法話を終了し 

インターネットによる法話配信をスタート◆ 

９月より、新たな聞法の場を広く開くことを

目指し、『ひだご坊一口法話』をスタートします。 

 これまで、高山別院では『飛騨御坊テレフォ

ン法話』として電話による法話提供を行ってき

ましたが、今後はインターネットでの文章法話

に変わります。 

 現代社会と関わりのある話題を中心に、より

広く法話に触れていただける場としていきたい

と考えており、月 2回の掲載を予定しています。 

なお、インターネットでの配信ということで、

閲覧が困難となる方もおられるため、法話を印

刷したものの郵送も併せて開始いたします（年

間登録制・無料）。2か月毎に、過去 4回分の法

話を送付させていただきます。ご希望の方は、

ご坊教化センター事務所（高山別院内）までご

一報ください。 

 

夏のおつとめ会を開催されるご寺院さまへ 

夏の恒例行事となっている「おつとめ会」の

参加賞（賞状）のひな形を

用意いたしました。ホーム

ページ「ひだご坊 web」の、

「寺院向けダウンロード」

からダウンロードしてい

ただけますので、是非ご利

用ください。 
 
※印刷用紙はご寺院にて 
用意してください。 
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    ★高山別院からのお知らせ★ コロナウイルス感染拡大に伴う別院諸行事につて                   
 
新型コロナウイルスにつきましては、４月に政府

は「緊急事態宣言」を発令し、また岐阜県において

も「非常事態宣言」が発令されるなど、人との接触

による感染リスク拡大防止に向け対応を要請され

てきました 

しかしながら、その後の新型コロナウイルス感染

症の感染拡大は収束することなく、全世界で感染者

が 1,000 万人を超え、死者数も５０万人を上回る事

態となっております。 

日本においても緊急事態宣言の解除後も、感染拡

大が再加速している状況です。 

このような状況に鑑み、当別院は感染拡大抑止の

観点から、三日のご坊、宗祖御命日法座、御堂番、

佐奈姫忌法要、御回壇、飛騨学場、ご坊夏祭り、諸

会議等を止む無く中止としてきました。 

新型コロナウイルスに翻弄され、不安や苦しみが

尽きない中で、私たちは「私たちはどう生きるか」

が問われていると思います。 

しかし、状況をみながら、現在中止としている宗

祖親鸞聖人御命日法座（９月２８日より）、高山別

院三日のご坊（１０月３日より）、御堂番（９月８

日より）を再開したいと考えております。 

ご坊報恩講については、本年に限り１１月２日

（月）、３日（火）の２日間厳修致します。詳細は下

記の通りです。 
 
≪高山別院報恩講日程≫ 

１１月２日（月） 晨朝（内勤め） 

日中  厳修 （一組・吉城組）   

        法話：帰雲真智氏 

逮夜  厳修 （二組・益田組）  

         法話：小原正憲氏 

初夜  内勤め（御伝鈔拝読） 

１１月３日（火祝） 晨朝（内勤め） 

日中  厳修（清見組・朝高組・荘白川組） 

法話：輪番 

           ※午前に厳修 
  

 ≪中止事項≫御参修／帰敬式／お斎／音楽法要／

入楽法要／団参バス手配／バザー及び大根汁／

抹茶接待／報恩講のつどい／家族 de 報恩講／報

恩講パンフ発行／報恩講ポスター・チラシ発行 
 

密にならないよう、お座ごとに出仕・参拝の対象

組を分け、参拝席は１５０席と限定させていただき

ます。尚、詳細は１０月号で報告致します。 

 

皆様のご理解ご協力を賜りますよう、お願い申し

上げます。 

 
コロナ感染拡大にかかるお盆参りへの配慮について 
 
いよいよ、お盆の時節となってまいりました。すでにお参りの始ま

っているお寺もあろうかと思われます。 

おそらく、各ご寺院では「今年のお盆はどのように対応しようか」

と思案のうえで臨まれていることかと思います。そして、各ご寺院で

考えられているように、ご門徒の皆さまにも不安を持たれておられる

方がおみえだと思います。そういった声が別院にも届けられていま

す。 

十分ご理解のこととは存じますが、お盆という大切な仏縁を、

細心のご配慮をもってお勤めいただきますことを願っております。  

                     高山別院 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛騨御坊真宗教化センター・高山別院 2020 年 8 月行事予定 

日 曜 時間 ご坊センター 会場 時間 別院 会場 
1 土       
2 日       

3 月 
10:30 
13:30 

全国正副議長、門徒会長会（WEB） 
青少幼年部会会議 

高山教務支所 
別院 研修室 

7:00 
13:00 

半日華 
三日のご坊 内勤め 

 
本堂 

4 火        

5 水 14:00 伝道部会会議  別院 研修室    

6 木 13:30 教区坊守会新役員会（WEB）  別院 研修室    

7 金        

8 土        

9 日        

10 月祝        

11 火  

 高山教務支所 

夏季休暇 

 13:00 大谷婦人会定例 御坊会館 

12 水      

13 木   
7:00 
7:00 

前住上人ご命日 内勤め 
一日華 

本堂 
 

14 金      

15 土      

16 日      

17 月      

18 火        

19 水        

20 木 13:30 青少幼年部会会議  別院 研修室    

21 金        

22 土        

23 日        

24 月 18:30 荘白川組 所長巡回  鳩谷コミュニティセンター    

25 火        

26 水     7:00 半日華  

27 木     13:00 親鸞聖人お逮夜 内勤め 本堂 

28 金     13:00 親鸞聖人ご命日 内勤め 本堂 

29 土        

30 日        

31 月        

9 月 

日 曜 時間 ご坊センター 会場 日 曜 時間 別院 会場 

2 水 14:00 朝日高根組 所長巡回 長圓寺 3 木 13:00 三日のご坊（中止）内勤め 本堂 

9 水 13:30 益田組 所長巡回 桂林教会 11 金 13:00 大谷婦人会定例 御坊会館 

15 火 14:00 吉城組 所長巡回 誓願寺 13 日 7:00 前住上人ご命日 内勤め 本堂 

16 水 14:00 高山一組・二組 所長巡回 別院 本堂 19~25  13:00 彼岸会 本堂 

27 日 

 

 

 

15:00 清見組 所長巡回 了德寺 20 日 11:00 納骨経 本堂 

     28 月 13:00 親鸞聖人ご命日 本堂  
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追
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八
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高
山
支
所
書
記 

達
顕
信 

似
顔
絵
制
作
中 

荘白川組の渡邉登さんから薪をいただきました。 

ありがとうございました。          高山別院 


